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ま え が き 
 
 本校の外部有識者会議は、本校の教育研究目標計画、自己評価その他学校運営に関する重

要事項について学外有識者に審議、評価をお願いし、また、助言・勧告をいただくために設

けられており、これまで本校にとって大きな役割を果たしてきた。 
今年度は、全国の国立高専が一つにまとまって法人化してから８年目に当たる。５年ごと

に策定される中期目標・計画期間の第一期目を終え、第２ステージの３年目を迎えている。 
我が国に未曾有の被害をもたらした東日本大震災とそれに引き続く福島原発事故は、１年

経った今も被災した人々に不自由な生活を強いるだけでなく、国民生活や産業活動全体に大

きな影を落としている。 
また、ギリシャの財政危機に端を発したユーロ危機は世界経済に大きな影響を与えており、

我が国でも、これをきっかけに円高が進行し、貿易赤字、デフレ不況、厳しい雇用環境と困

難な情勢が続いている。 
本校では、平成２０年度から校舎の全面改修工事に着手し、これまでに本館、機械工学科

棟、電気電子工学科棟、物質工学科棟及び管理棟の工事が完了した。来年度の政府予算案に

は、環境都市工学科棟の改修が盛り込まれており、予算が成立後、早速工事に取りかかる予

定である。 
また、来年度は、大学評価・学位授与機構による認証評価を受審することとなっており、

現在、そのための準備を進めている。 
このような状況の中、平成２４年２月に平成２３年度外部有識者会議を開催し、各委員か

ら貴重なご意見、ご提言をいただいた。 
 今回いただいたご意見、ご提言については、学校関係者一同しっかりと胸に受け止め、今

後の福井高専の運営や活動にできるだけ反映させていくよう努めたい。 

 

 ご多忙の中、福井高専のために色々とご尽力賜りました委員の方々に厚くお礼申し上げま

す。 

 

                      福井工業高等専門学校長 

                           池  田  大  祐 
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Ⅰ．福井工業高等専門学校外部有識者会議規則 

平成16年5月13日規則第21号 

 
改正 平成16年 6月 3日規則第23号 平成19年 2月 1日規則第 1号 

 平成21年 3月30日規則第2号                

  

（設置） 

第１条 福井工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、広く学外有識者の意見を聴くため

の組織として、福井工業高等専門学校外部有識者会議（以下「会議」という。）を置く。 

 （任務） 

第２条 会議は、本校の教育研究目標・計画、自己評価、その他本校の運営に関する重要事項に

ついて、校長の諮問に応じて審議・評価し、及び校長に対して助言又は勧告を行う。 

 （組織） 

第３条 会議は、10人以内の委員で組織する。 

２ 委員は、本校教職員以外の者で高等専門学校に関し広くかつ高い識見を有する者のうちから

校長が委嘱する。 

３ 委員の任期は、1年とし、再任を妨げない。ただし、委員に欠員が生じた場合の後任の任期は、

前任者の残任期間とする。 

 （議長） 

第４条 会議の議長は、委員の互選により定める。 

 （会議の開催） 

第５条 会議は、校長が招集する。 

２ 会議は、年1回以上開催するものとする。 

３ 会議は、必要に応じて関係者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 

 （守秘義務） 

第６条 委員は、その役割を遂行するうえで知り得た情報を、正当な理由なく漏洩してはならな

い。 

 （庶務） 

第７条 会議の庶務は、総務課が処理する。 

   附 則 

 この規則は、平成16年5月13日から施行する。 

   附 則（平成16年6月3日改正） 

 この規則は、平成16年6月3日から施行する。 

   附 則（平成19年2月1日改正） 

 この規則は、平成19年2月1日から施行し、平成18年10月1日から適用する。 

   附 則（平成21年3月30日改正） 

 この規則は、平成21年4月1日から施行する。 
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Ⅱ．外部有識者会議委員名簿 
 

（高等教育機関の教員等及び経験者）   

   新
にい

 原
はら

 晧
こう

 一
いち

 長岡技術科学大学長 

 

 

（高等教育機関の教員等及び経験者） 

 小
お
 倉

ぐら
 久

ひさ
 和

かず
     福井大学工学部長・工学研究科長  

 

 

    （本校の所在する地域の教育関係者）    

島
しま

 嵜
ざき

 徹
てつ

 夫
お
       鯖江市小中学校校長会会長 

                   (鯖江市東陽中学校長) 

 

 

  （地方自治体等研究機関の研究者等）    

 宮
みや

 﨑
ざき

 孝
こう

 司
じ
    福井県工業技術センター所長 

  

  

    （産業界の有識者）   

   野
の
 村

むら
 一

かず
 榮

え
     鯖江商工会議所会頭 

 

 

  （産業界の有識者） 

      美
み
 濃
の
 輪
わ
 武

たけ
 久

ひさ
 信越化学工業（株）磁性材料研究所長 

 

 

  （報道機関の有識者） 

   山
やま

 下
した

 裕
ひろ

 己
み
   （株）福井新聞社 論説主幹 
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Ⅲ．外部有識者会議日程 

 

１．日 時  平成２４年２月２４日（金）１３：３０～１６：５０ 

２．場 所  福井高専 大会議室 

３．日 程    

   13：30 【開 会】 校長挨拶，出席者の紹介，議長選出 
   13：45 【１．本校の概要等説明】 
         昨年度の講評（提言）に対する回答について 

本校の概要説明等について 
           ・・・・・・企画室長・教務主事・専攻科長・学生主事・寮務主事 
   14：50  ― 休 憩 ― 
   15：05 【２．全体討論・質疑応答】 
   15：45  ― 休 憩 ― （委員による講評（提言）の打ち合わせ） 
   16：00 【３．講評・提言】 
   16：40 【閉 会】 校長謝辞 
 

４．提示資料 

１．平成２２年度外部有識者会議における各委員からの意見・提言等 

２．福井工業高等専門学校 平成２３年度年度計画進捗状況 

３．概要説明資料 

 

  ＜参考資料＞ 

① 自己点検・評価報告書 

② 学校要覧 ２０１１ 

③ 学生便覧（平成２３年度版）  

④ シラバス（本科，専攻科）（平成２３年度版） 

⑤ 福井高専の歩き方 － 2012 College Guide －  

⑥ 専攻科パンフレット ２０１１ 

⑦ ＪＯＩＮＴ ２０１１ －地域連携テクノセンター活動紹介誌－ 

⑧ 特別教育研究費（高等専門学校改革推進経費） 

    「女子中学生の高専進学への理解増進と高ブランド戦略による志願者確保」最終報告書（平成 23 年 3 月 

⑨ 女子中学生向けパンフレット「みんなで高専しよッ！」 
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Ⅳ．本校出席者名簿 

校      長 池 田 大 祐  

教務主事（副校長） 上 島 晃 智 （物質工学科教授） 

学生主事（副校長） 藤 田 克 志 （機械工学科教授） 

寮務主事（副校長） 坪 川 武 弘 （一般科目教室教授） 

企画室長（副校長） 田 中 嘉津彦 （機械工学科教授） 

専攻科長（校長補佐） 

JABEE委員長 
阿 部 孝 弘 （環境都市工学科教授） 

機械工学科長 加 藤 寛 敬  

電気電子工学科長 川 本   昂  

電子情報工学科長 

総合情報処理センター長 
蘆 田   昇  

物質工学科長  

教育システム評価委員長 

創造教育開発センター長 

津 田 良 弘  

環境都市工学科長  廣 部 英 一  

一般科目教室（自然科学系）主任 山 本 裕 之  

一般科目教室（人文社会科学系）主任 廣 重 準四朗  

図 書 館 長 小 寺 光 雄 （一般科目教室教授） 

地域連携テクノセンター長 山 田 幹 雄 （環境都市工学科教授） 

教育研究支援センター長 前 川 公 男 （電子情報工学科教授） 

事 務 部 長 根 本 直 之  

総 務 課 長 鍛 治   肇  

学 生 課 長 橘 田 良 一  
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Ⅴ．講評 
 
［新原委員］ 

概要説明を聞いて，それぞれの分野で

大変活躍されていると思う。 
ただし，未来に対する志向，未来に対

する議論がどこでも言えなくなってき

ているのではないか。 
若者を育てる教育機関にあっては

堂々と１０年先，２０年先の夢を語るこ

とが必要だと考える。つまり，それは正

しいとか，間違っているとかではなく，

学生にもそういった夢を持てるような

雰囲気を作って欲しいと言うことであ

る。今後，伸びていく可能性を秘めた学

生が２０年，３０年後に最高レベルに達

するためには，常にチャレンジしていか

なければならず，その基礎を創るための

手助けをすることが教育ではないのか，

教育とは未来を創るものだと思う。 
したがって，学生がもっと夢を持てる

教育への取り組みをお願いしたい。 
 

 
 
［島嵜委員］ 

福井高専を含め各高校へ生徒を送り

出している立場からすると，生徒たちが

どのように育っていくかが気になって

いる。自己点検・評価報告書から，子供，

保護者及び中学校の先生の意見を取り

入れた教育の実施が読み取れず，不足し

ているような印象を持った。 
また，女子学生を増やすだけではなく，

彼女たちが５年後どこへ就職するのか，

地元に残るのかということも含め，子供

たちがキャリアを持った素晴らしい大

人として生きていけるような，ご指導を

お願いしたい。 
 
 
 
 
 
 

長岡技術科学大学 
学長 新原 晧一 氏 

鯖江市小中学校校長会 
会長 島嵜 徹夫 氏 
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鯖江商工会議所 
会頭 野村 一榮 氏 

 
 
［野村委員］ 

福井高専の運営は素晴らしいと思うが，

今後，５年先，１０年先のことを考える

と，創造性，自主性等を含む活動性は女

性の方があるように思われる。これから

の企業は女性の管理職の登用が増加し，

デザイン性やファッション性等を取り込

んだものづくりがなされることが予想さ

れる。従って，福井高専でも女子学生の

割合をどんどん増やして頂けると，社会

も更に良い方向に変わっていくのではな

いかと思う。 
 
 
 
 
 
 
 

［美濃輪委員］ 
前回と同様，福井高専の皆さんは各分

野で頑張っていることが理解できた。 
しかし，そのよう中で部門間の連携が

粗となってしまわないように注意願いた

い。 
また，勉強は学校を卒業すれば終わり

ではなく，卒業しても継続して勉強する

ことの大切さを，つまり生涯を通して勉

強していくことが重要であることを，こ

こでの教育を通してご指導願いたい。卒

業後はどこへ進もうが，様々な所で勉強

していくことが，日本の科学技術の発展に

際しては重要であるため，是非ともそのよ

うなご指導をお願いしたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信越化学工業（株）磁性材料研究所 
 所長 美濃輪 武久 氏 



7 
 

(株)福井新聞社 
 論説主幹 山下 裕己 氏 

 
 
［山下委員］ 
私は，昨今の経済状況とか日本の状況を

鑑みるならば，創造性とかデザインマイン

ドの育成に力を入れなければならないと

考えている。創造性やデザインマインドは，

手取り足取りして教えるのでは身につか

ないと思う。大きい大学等では縛りが多く

融通が利かない部分もあるが，高専はそう

いうことに挑戦するには良い環境が整備

されているのではないかと思い，期待をし

ている。 
デザインマインドとかイマジネーショ

ンとかの，わかりにくい部分を子供たちに

教育指導する方法を検討し，取り組んでい

ただきたい。 
 
 
 
 

［小倉議長］ 
創造性の問題が大きいと思う。福井高

専では非常にたくさんの取り組みが実

施されているが，学生の実践力，創造力，

イマジネーションがどのように発展し

ていくのかについては，やはり内向き志

向と言われる傾向が学生にはあるよう

に思う。大学の学生も内向き志向のため

に与えられたことばかり行い，自主的に

行う学生は少ないと感じている。同様な

ことが福井高専の中でもあるのではな

いかと思われるが，そのような課題が報

告から見えなかった。 
伸びる学生は伸ばす，そうでない学生

は手間をもっとかける，そういったこと

に取り組めるのは大学等よりも縛りが

少ない高専ならではないかと思われる

ため，内向き志向にならないための，い

ろいろな対応や取り組みを実施してい

ただきたい。 
 

福井大学 工学部長・工学研究科長 
 小倉 久和 氏  
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